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 大気圧マクロ波放電法により、Ar プラズマ中でのヨウ化カリウム KI の分解およびヨウ素 I2の単離、捕

集する手法を確立した。さらに、

40K に着目し Ge 半導体検出器によるγ線測定を試み、この結果を基に

Ar プラズマ中の K の挙動の検討を行った。 
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1. 緒言 

放射性物質の捕集や分析を行う際には、作業者の被ばくに対し、注意を払わなければならない。

1)
また 

放射性核種の化学分析に用いる試料は、適量を素早く試料化できることが望ましいと考えられる。そこで

本研究では、小型で大気圧プラズマの発生に適した大気圧マイクロ波放電装置を用いて Ar プラズマを発生

させ、プラズマにより目的核種を短時間で容易に分離し、選択的な捕集を行い、短工程で少量の試料であ

っても捕集が行える捕集技術の手法について、確立することを目標としている。研究では、ヨウ化カリウ

ム(KI)試料中からヨウ素を単離し、I2として捕集を行った。さらに、このとき同時に単離されるカリウム中

の

40K に着目し、K の挙動の検討を行った。ここで、K は Cs と化学的性質が似ているため、放射性セシウ

ム化合物の分離捕集を行った際の Cs の挙動の検討に有益であると考える。 
2. 実験 
 (株)マイクロ電子社製 2.45GHz、最大マイクロ波電力 1.3kW のマイクロ波発生装置を用い、プラズマを

発生させ、KI 試料より、I2の捕集を行った。このとき同時に単離される K 中の

40K について、γ線測定に

より挙動解析を行った。γ線測定は NaI シンチレーションサーベイメータでは、試料量が少なく検出が困

難であったため、Ge 半導体検出器を使用した。ここで、検出器は(株)SEIKO EG&G 社製 GMX25P4 N 型

同軸検出器を使用した。 
3. 結論 
反応容器出口に捕集トラップを接続することでヨウ素化合物を選択的に捕集

されていることを確認した。また、試料である KI 0.2g に対して、アルゴンプラ

ズマ発生後、Fig.1 に示したように、速やかにプラズマ反応容器内に、粉状の白

い物質が付着した。この反応容器を切断し、Ge 半導体検出器を用いて、γ線ス

ペクトル測定を行い、

40K の挙動に関して測定を行った。本研究の詳細は講演時

に報告する。 
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Fig.1 アルゴンプラズマ生成時

における反応容器の写真 
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